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広島市立飯室小学校 ６学年 学級活動（１）学習指導案 

授業者：河 野 秀 二   日時：令和４年１０月２８日（金）２校時   学年：第６学年１組（２０名） 

 

 

議題 「楽しい修学旅行をより充実させよう。」 （学級活動（１） ア学級や学校における生活上の諸問題の解決） 

 

１ 目指す児童の姿と子どもに付けさせたい資質・能力  ２ 題材について 

○ みんなの意見を深め，よさを認め合いながら合意形成する力を付けたい。 

○ 決まったことに創意工夫をしながら取り組む力をつけたい。 

(1) 児童の姿 

 本学級の児童は，低学年の頃から自分たちで進める「学級会」を経験しており，

司会グループの役割や動き，みんなで決定したことを実践することの意義や方法

について理解することができている。 

しかし，学級の多くの児童が自分の考えを伝えることに苦手意識をもってい

る。発表に対しても，積極的とは言い難い状況にある。語彙力の少なさから，短

い言葉での発言に留まっている。自分の考えに理由や根拠を付けて意見を述べた

り，友達の意見に繋げたりしての発言は，まだまだできにくい。 

 

(2) 題材設定の理由 

本議題は，「修学旅行で楽しい思い出をつくりたい。」「学級の絆をより深めて

いきたい。」という児童の願いや思いを議題化したものである。修学旅行を通し

て観光地の歴史や文化を学ぶとともに，学年の人間関係を築きながら，自分たち

の力でよりよい学校生活をつくっていこうとする態度を養っていきたい。 

 

(3) 指導にあたって 

 事前の活動では，「自分以外のみんなのために」という相手意識と「楽しませ

る」，「より仲を深める」という目的意識を明確にし，本議題に対して必要感をも

って取り組めるようにする。 

 本時の活動では，提案理由を確認し，話合いで意識したいキーワード（提案理

由にある言葉）を確認することで，誰のために，何のために話し合うのかをとら

え，充実した話し合いになるようにする。 

 事後の活動では，修学旅行に向けて全員で役割を分担し，協力して取り組むこ

とで，自分たちで計画・準備する楽しさや充実感を味わえるようにしたい。  

協働性 主体性 創造性 

○ 誰のどんな意見でも大

切にして話し合う。 

○ 自分もみんなも楽しく

できたと実感する。 

○ 意見を積極的に出す。 

○ 自分の役割に責任を

もって取り組む。 

○ 新しいアイデアや工夫

を考え出す。 

 

３ 評価規準 

観
点 

よりよい生活を築く 

ための知識・技能 

集団や社会の形成者とし

ての思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

評
価
規
準 

みんなで楽しく豊

かな学級や学校の生

活をつくるために他

者と協働して取り組

むことの意義を理解

している。 

合意形成の手順や深

まりのある話合いの進

め方を理解し，活動の

方法を身に付けてい

る。 

楽しく豊かな学級や学

校の生活をつくるため

に，問題を発見し，解決方

法について多様な意見の

よさを生かして合意形成

を図り，信頼し支え合っ

て実践している。 

楽しく豊かな学級や学校

の生活をつくるために，見

通しをもったり振り返った

りしながら，自己のよさを

発揮し，役割や責任を果た

して集団活動に取り組もう

としている。 

目
指
す
児
童
の
姿 

役割分担や協力す

ることの意義を理解

している。修学旅行を

成功させる行動の仕

方を身に付けている 

よりよい学級や学校生

活づくりに向けて考え判

断し，多様な意見を生か

して合意形成を図り，建

設的に話し合っている。 

修学旅行に向けて主体

的に話し合い，他者と協

働しながら，積極的に参

画して創意工夫しようと

している。 
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４ 指導と評価の計画 

(1) 事前の活動  (2) 本時の展開  (3) 事後の活動 

活動内容と教師の支援 本時のねらい 一人一人の意見を高め合いながら，話合いをまとめ，内容を決めることができる。 活動内容と教師の支援 

10

月

上

旬 

学級活動(3) 

「絆を深める修学旅行」 

総合的な学習の時間「修学

旅行の目的地を調べよ

う。」 

四国（香川県方面）ガイド

ブックづくり 

話合いの順序 教師の支援 目指す児童の姿と評価方法 

11

月

上

旬 

○ グループごとに準備を

行う。 

○ グループごとに準備し

てきたことを伝え合う。

改善点について話し合

い，改善する。 

○ 修学旅行で実行する。 

１ はじめの言葉 

２ 計画委員会の紹介 

３ 議題と提案理由の確認 

 

 

 

 

４ 先生の話 

 

 

 

 

５ 話合い 

 柱１ 心構え 

 

柱２ 何をするか 

 

 

６ 決まったことの発表 

７ 振り返り 

 

８ 先生の話 

９ 終わりの言葉 

 

○ めあてをもって自分の役割に臨めるよ

うにする。 

 

 

 

 

○ 昨年の修学旅行の写真を提示し，場所な

どのイメージをつかむ。 

 

 

 

○ 司会が進行に困ったときは，方向性を示

唆し，児童の合意形成を方向付けるような

助言をしない。 

○ 自治的活動の範囲を越えそうな場合は，

適切に助言する。 

○ 必要に応じて，折り合いをつけて合意形

成を図ることの大切さを助言する。 

○ 良かった点や課題について自己評価し，

友達の良かった点について相互評価でき

るように助言する。 

○ 学級会のよかった点，課題，今後の見通

しなどについて簡潔に述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ よりよい学級や学校生

活づくりに向けて考え判

断し，多様な意見を生か

して合意形成を図り，建

設的に話し合っている。 

（思・判・表） 

［観察・ワークシート］ 

10

月

中

旬 

計画委員会 

○ 議題ポストの議題案

を確認し選定する。 

○ 議題選びの観点を念

頭に置いて選定するこ

とを助言する。 

修

学

旅

行

後 

○ 今回の一連の活動につ

いて振り返る。 

○ 今後の活動への意欲や

自信に繋がるような助言

をする。 

 

10

月

下

旬 

○ 学級会ノート①に自

分の考えを記入する。 

計画委員会 

○ 役割分担（司会，進行，

黒板書記，ノート書記）

し，話合いの進め方を確

認する。 

 

 
(4) 新しい活動 学年の後半，そして卒業に向けての取組を自主的に行うことができるようにする。 

 

他教科等との関連 学校行事「修学旅行」 学級活動(3)「きずなを深める修学旅行」 総合「修学旅行の目的地を調べよう。」 

 

議 題 楽しい修学旅行をより充実させよう。 

提 案 理 由 学級会ノートに記載 

話合いのめあて 自分の意見と友達の意見を比べ合い，みんなが納得する話合いにしよう。（仮） 

決まっていること 修学旅行の日時：１１月２４日（木）２５日（金）１泊２日 

バスの中でできること 夕食後ホテルの部屋でできること 観光の合間にできること 

            


